
庭園　国指定名勝

国
指
定
重
要
文
化
財

　    

　
　
「豪
農
の
館 

渡
邉
邸
」

続
報

﹇主
催
﹈　
　
　
　
　
法
人 

伝
統
木
構
造
の
会
　
﹇共
催
﹈ 

新
潟
県
岩
船
郡
関
川
村
・米
沢
街
道 

撞
木
の
会

﹇後
援
﹈ 

文
化
庁
（申
請
中
）・新
潟
日
報
社
・村
上
新
聞
社
・い
わ
ふ
ね
新
聞
社

企
画
内
容
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
部
詳
細
変
更
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
ほ
ぼ
確
定
致
し
ま
し
た
。

定
員
先
着
一
〇
〇
名
、
七
月
一
日
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

N
P
O

■
第
一
日
：
８
月
５
日
（土
）

午
後
一
時
集
合
　
全
体
会                 

【村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
】

■
　

第
一
講
座
　
基
調
講
演

＊
撞
木
造
り
の
町
並
み
と
米
沢
街
道

　
　
　
後
藤 

治
　
工
学
院
大
学
教
授
　（伝
統
木
構
造
の
会 

顧
問
）

＊
山
形
県
金
山
町
「街
並
づ
く
り
一
〇
〇
年
運
動
」

　
　
　
片
山 

和
俊
　
東
京
芸
術
大
学
教
授
　（建
築
家
）

■
　

第
二
講
座
　
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
司
会
／
杉
浦 

敬
彦
　（伝
統
木
構
造
の
会 

理
事
）

　
　
　
パ
ネ
ラ
ー
／
後
藤 

治
・
片
山 

和
俊
・
平
田 

大
六
（関
川
村    

        

村
長
）・
加
藤 

善
吉
（関
川
村
森
林
組
合
長
）・
米
野 

紀
男
（米
沢  

        

街
道
撞
木
の
会 

会
長
）

■
　

第
三
講
座
　
講
演

＊
伝
統
構
法
に
よ
る
新
た
な
挑
戦

　
　
　
上
野 

英
二
　（オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ 

木
造
建
築
研
究
所
所
長
）

　
　
　
山
田 

憲
明
　（増
田
建
築
構
造
事
務
所 

チ
ー
フ
エン
ジ
ニ
ア
）

午
後
六
時
〜
●
渡
邉
邸
の
見
学

　
　
　
解
説
／
渡
辺 

啓
介
　（渡
邉
家
保
存
会 

事
務
局
長
）

午
後
七
時
〜
●
懇
親
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　【御
宿 

玄
太
郎
】

■
第
二
日
：
８
月
６
日
（日
） 

午
後
九
時
〜
●
柿(

こ
け
ら)

板
矧(

は)

ぎ
の
実
演
　
　 

【渡
邉
邸
】

　
　
　
解
説
／
鈴
木 

弘
　
渡
邉
邸 

石
置
柿(

こ
け
ら)

板
葺
職
人
　

■
　

第
４
講
座

午
前
一
〇
時
〜
●
伝
統
構
法
と
撞
木
造
り            

【東
桂
苑
】

　
　
　
司
会
／
石
田 
信
男
　（伝
統
木
構
造
の
会 

理
事
）

　
　
　
解
説
／
増
田 

一
眞
　（伝
統
木
構
造
の
会
会
長
）

＊
木
組
み
実
演
・
伝
統
木
構
造
の
模
型

　
　
　
劔
持 

猛
雄
（伝
統
木
構
造
の
会 

会
員
）
ほ
か

＊
撞
木
造
り
の
住
宅
の
継
手
と
仕
口

　
　
　
渡
辺 

幸
治
（関
川
村
建
築
組
合
長
）
ほ
か

＊
村
上
の
町
屋
模
型

　
　
　
川
内 

誠
（村
上
古
建
築
研
究
会 

会
員
）
ほ
か

午
後
一
二
時
一
五
分
〜
昼
食
　（仕
出
し
弁
当
）      

【関
川
中
学
校
】

＊
関
川
産
木
材
で
仕
上
げ
た
校
舎

　
　
　
解
説
／
上
杉
　
英
彦
（基
設
計
・
新
潟
）

午
後
一
時
三
〇
分
〜
●
掘
割
の
あ
る
町
並
み
見
学

　
　
　
渡
邉
邸
（国
指
定
重
要
文
化
財
）
↓
津
野
邸
（県
指
定
文
化
財
）
↓

　
　
　
佐
藤
邸
（国
指
定
重
要
文
化
財
）
↓
斉
藤
邸
（大
正
ロ
マ
ン
の
建
築
）　

　
　
　
　
※
渡
邉
邸
以
外
は
普
段
は
非
公
開
で
す
。
↓
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
　

　
　
　
ち
の
館
・
桂
の
関
温
泉
ゆ
ー
む
・
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど

午
後
二
時
四
〇
分
〜
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
【東
桂
苑
】

＊
米
沢
街
道
の
町
並
み
の
今
後
を
考
え
る

　
　
　
司
会
／
成
岡 

茂
（関
川
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
長
）

　
　
　
地
元
の
皆
さ
ん
ほ
か
参
加
者

午
後
三
時
四
〇
分
〜
全
体
会

＊
ア
ピ
ー
ル
文
の
採
択
　
次
期
開
催
地
発
表
／
閉
会
宣
言

【参
加
費
】

会
員
　
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円
（半
日
参
加
も
同
額
）

非
会
員
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
（半
日
参
加
も
同
額
）

　
＊
今
回
入
会
者
は
入
会
金
二
、
〇
〇
〇
円
免
除
、
年
会
費
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

関
川
村
民
　
二
、
〇
〇
〇
円
（一
日
参
加
は
半
額
）
首
都
圏
村
人
会
含
む

【懇
親
会
費
＋
宿
泊
費
】　
＊
朝
食
付
き
、
第
二
日
の
昼
食
は
別
途

　
　
　
　
　 

一
二
、
〇
〇
〇
円
　（懇
親
会
の
み
六
、
〇
〇
〇
円
）

【申
込
は
、
裏
面
申
込
書
で
事
務
局
へ
】　

　
　
　
　
法
人
　
伝
統
木
構
造
の
会
　
事
務
局

〒151-0053

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２-

３
６-

６
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m
ail@
dentou.org    http://dentou.org/

第
２
回 

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

 
新
潟
県

関
川
村

in
Photo by 安沢 孝雄



関
川
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
趣
旨

                          

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

伝
統
木
構
造
の
会
　

【目
的
】

一
、 

撞
木
造
り
の
町
並
み
が
あ
る
関
川
村
の
皆
さ
ん
に
伝
統 

 
 
 
    

木
構
造
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
関
川
の
財
産
で
あ  

る
撞
木
造
り
の
住
宅
価
値
を
見
直
す
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

二
、 

伝
統
木
構
造
の
会
の
会
員
が
伝
統
構
法
と
町
並
み
保
存 

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
会
員
間
の
交

流
を
深
め
る
。

三
、 

地
元
関
川
村
や
村
上
市
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

人
た
ち
や
工
務
店
、
職
人
の
方
々
と
の
交
流
を
図
り
、
趣
旨

に
御
賛
同
頂
い
た
方
々
に
は
伝
統
木
構
造
の
会
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
新
潟
事
務
局
の
設
置
を
目
指
す
。

【趣
旨
】

■
　

戦
後
五
〇
年
伝
統
木
構
造
不
遇
の
時
代

　
昭
和
二
五
年
の
建
築
基
準
法
制
定
時
点
で
は
構
造
的
解
析

が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、
「在
来
工
法
」
と
い
わ
れ
る
筋
違
を
用

い
た
構
造
が
仕
様
規
定
さ
れ
、
我
が
国
固
有
の
伝
統
技
術
で

あ
る
伝
統
木
構
造
は
、
戦
後
五
〇
年
以
上
適
法
に
建
築
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、 

二
〇
〇
〇
年
に
性
能

規
定
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
終
局
耐
力
強
度

設
計
を
行
え
ば
建
築
確
認
も
筋
違
や
金
物
を
使
用
し
な
い
伝

統
構
法
が
日
の
目
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、
二
〇
〇
四
年
の
新

潟
中
越
地
震
に
お
い
て
在
来
工
法
の
木
造
住
宅
が
倒
壊
し
そ
の

安
全
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
　

伝
統
木
構
造
は
地
震
に
強
い

　
当
会
で
は
、
実
物
大
の
公
開
振
動
実
験
を
繰
り
返
し
行
っ
て

い
ま
す
が
、
地
震
力
に
対
し
て
柱
の
曲
げ
力
で
抵
抗
す
る
伝
統

構
法
の
ね
ば
り
強
さ
は
強
靱
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
構

法
で
は
、
腰
壁
や
垂
れ
壁
な
ど
あ
ら
ゆ
る
部
材
が
構
造
的
役

割
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
在
来
工
法
は
筋
違
の
み
で
抵
抗
す
る

構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
以
上
の
地
震
力
を
超
え

る
と
倒
壊
に
至
り
ま
す
。

■
　

伝
統
木
構
造
は
美
し
い

　
伝
統
木
構
造
は
、
美
し
く
、
粘
り
強
く
、
地
場
の
材
料
で
地

元
の
職
人
の
技
術
に
よ
り
建
築
が
可
能
で
す
。
し
か
も
、
解
体

後
の
再
組
み
立
て
が
可
能
で
、
地
球
環
境
に
も
貢
献
し
ま
す
。

当
会
は
、
伝
統
構
法
に
よ
る
建
築
を
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、

木
の
文
化
の
復
権
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
　

関
川
村
の
撞
木
造
り
も
伝
統
構
法

　
渡
邉
邸
を
中
心
と
す
る
米
沢
街
道
の
江
戸
の
町
並
み
は
、
伝

統
構
法
を
基
本
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
撞
木
と
は
、
お
坊

さ
ん
が
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
棒
の
こ
と
。
関
川
村
の
米
沢
街
道
に

面
す
る
住
宅
の
平
面
型
は
、
Ｔ
型
の
平
面
を
も
ち
撞
木
造
り
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
街
道
沿
い
に
平
入
り
の
平
面
を
も
ち
、
Ｔ
型

あ
る
い
は
Ｌ
型
に
奥
ま
っ
た
空
間
を
有
し
て
い
ま
す
。
道
に
面
し

て
美
し
い
フ
ァ
サ
ー
ド
を
も
ち
町
並
み
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

■
　

江
戸
の
町
並
み
を
堪
能
す
る
観
光
地
と
し
て
整
備

　
関
川
村
は
、
新
潟
県
の
下
越
地
方
に
位
置
し
、
荒
川
の
清
流

と
五
つ
の
温
泉
を
も
つ
自
然
が
美
し
い
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で

す
。
春
の
桜
、
新
緑
、
夏
の
鮎
釣
り
鰍
取
り
、
秋
の
紅
葉
、
冬

の
ス
キ
ー
と
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
米
沢

街
道
の
江
戸
の
町
並
み
と
農
村
文
化
を
も
つ
癒
し
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。

■
　

自
立
の
村
づ
く
り

　
今
回
の
平
成
の
大
合
併
で
も
合
併
を
選
ば
ず
、
自
立
の
村
づ

く
り
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
立
の
村
づ
く
り
を
目
指

し
て
村
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
９
月
、
町
並
み

保
存
と
自
立
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
「米
沢
街
道
撞
木
の

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
は
、
撞
木
の
会
と
伝

統
木
構
造
の
会
の
い
わ
ば 

〝

協
働
〞 

の
企
画
で
す
。
村
の
支
援

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
　

伝
統
木
構
造
と
撞
木
造
り
の
町
並
み
を
学
ぶ

　
今
回
の
関
川
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加
者
に
「伝
統
木

構
造
と
は
何
か
」「撞
木
造
り
の
関
川
米
沢
街
道
の
街
並
み
の

意
義
」
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
立
の
村
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
行
け
れ
ば
大
成
功
と
言
え
ま
す
。

               

（成
岡 

茂
　
関
川
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
長
）

御名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性別　　　　　　　　　　　　　　　　年齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　男　　□　女　　　　　　　　　　　　　　　　才　　　
TEL.             　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-m ail

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勤務先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職種

参加費　□会員　５,000円　　　□非会員　10,000円　　　　　    関川村村民　□2,000円　(２日)　□1,000円　(１日)

          □入会希望　1５,000円 （入会金2,000円免除+年会費10,000+参加費５,000円）　　　＊学生・首都圏村人会は村民と同額

懇親会と宿泊

　　　　 □　懇親会と宿泊 （朝食付き）　12,000円　　　　　　□　懇親会のみ　6,000円
通信欄　グループ（２名以上）での同宿希望の方は、代表者が同宿の御名前をまとめてご記入下さい。申込書は、お一人毎に御記入下さい。
＊何方の御紹介？何でお知りになったか？など

振込先　郵便口座　記号１０５３０　番号８５９０４４７１　名称　関川サマーセミナー実行委員会　*振込締切 ７月２０日

申込書 グループの方もお一人ずつご記入下さい。
定員先着１００名、７月１日から受付開始します。 NPO 法人　伝統木構造の会　事務局

FA X .０３－３３７５－８４４７

【行きの交通】参考です。季節列車等ご確認下さい。

①東京9:12/新幹線M AX とき313号→新潟10:49乗換

   10:59/特急いなほ3号→坂町11:36下車

＊宿のマイクロバスにて会場着 （他に米沢回りも有り）

②車の場合　村民会館駐車場に駐車

関越道→新潟経由中条→国道７号線→国道113号

磐越道→東北道→福島飯坂→国道13号→国道113号

【関川村】http://www.vill.sekikawa.niigata.jp

【渡邉邸】
http://www.watanabe-tei.com /index.htm l

【米沢街道　撞木の会】
http://www.geocities.jp/syum okunokai/index.htm l

米坂線「越後下関」
至 米沢

至 米沢

関
川
村
役
場

関
川
中
学
校

渡
邊
邸

東
桂
苑

村
民
会
館

国道113号線


